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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
昨年度は、たいせい学院大学の西野が担当し、小学校におけるプログラミング教育というテーマで、お話ししました。
子どもたちが生きる社会と求められる資質・能力について、プログラミング教育の意義や、プログラミング教育の位置づけと内容について、そして、プログラミング教育を行うに当たっての支援の内容と方法について説明しました。
今年度は、学習開発研究所の高橋が担当し、プログラミング教育のねらいや位置づけを復習し、特に、総合的な学習の時間と関係する、プログラミング教育による論理的思考力の育成というテーマで、お話します。
そして、学習開発研究所で実施ている、「小中学生のためのmicro:bitを利用したプログラミング教室」での教材の考え方や内容について説明し、この実習での目的や内容につなげていきたいと思います。る
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
文部科学省の小学校プログラミング教育の手引では、小学校段階におけるプログラミング教育のねらいを次の３つにまとめています。１つは、「プログラミング的思考」を育むこと。２つ目は、プログラムの働きやよさ、情報社会がコンピュータ等の情報技術 によって支えられていることなどに気付き、コンピュータを上手に活用して身近な問題を解決したり、 よりよい社会を築いたりしようとする態度を育むこと。３つ目は．各教科等での学びをより確実なものにすることです。例えば、算数科において正多角形について学習する際に、プログラミングによって正多角形を作図する学習活動に取り組むことにより、正多角形の性質をよ り確実に理解できるようにします。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
この図は、問題解決とプログラミング的思考との関係を示しています。子どもがプログラミング的思考を身に付けると、何か課題に取りかかる時、内容によってはプログラミング的思考を用いて問題を解決するとうまくいく場合があります。まず、問題の事象をいくつかの必要な動きに分け、次に、それぞれの動きに対応した命令（記号）にして、それらを組み合わせます。そして、自分が意図した課題の解決に至るまで、試行錯誤しながら継続的に改善していきます。また、プログラミング的思考は、このような課題解決を繰り返しながら身に付けていき、高次の思考力を獲得することになります。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
今回の学習指導要領の改訂で、プログラミングに関する記述としては、小学校学習指導要領解説総則編に「情報活用能力の育成を図るため、児童がプログラミングを体験しながら、コンピュータに意図した処理を行わせるために必要な論理的思考力を身に付けるための学習活動を計画的に実施する。」として、算数、理科、総合的な学習の時間の「指導計画の作成と内容の取扱い」に、プログラミングの学習活動を取り入れるよう例示しています。本日は、この、算数でのプログラミングの学習活動の導入事例に関して実習していきます。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
小学校学習指導要領解説【算数編】には、「時代を超えて普遍的に求められる力であるプログラミング的思考を身に付けることが重要であると考えられる。その ため，プログラミング的思考と，算数科で身に付ける論理的な思考とを関連付けるなどの活動を取り入れることも有効である。」と述べています。例えば、第２の各学年の内容の〔第５学年〕の「Ｂ図形」の（1）における正多角形の作図を行う学習に関連して，正確な繰り返し作業を行う必要があり，更に一部を変えることで いろいろな正多角形を同様に考えることができる場面などで取り扱うこと、と解説しています。
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